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衛星薗像及び地表面反射率マップから導出したエアロゾル光学特性の精度向上
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・これまで、MODIS画像を対象Iこ、衛星デー タのみから地表面アルペドとヱアロゾルの光学的厚さ（AOT）を求める以下のアルゴリズムを検討してきた：
①ル（ODISのHKM(500m）解像度の7チャンネル（ ch. I 650 run, ch.2 850 nm, ch.3 470 run, ch.4 550 nm, ch.5 1240 nm, ch.6 I臼Onm, ch. 7 2130 m 活用いて、地表面被置物質の反射率
デー タベー ス（地表面アルペドライブラリ）に照らしあわせで分媛することにより対象画素のアルペドを推定（地表面参照アルペド）
②衛星で観測された大気上織でのアルベドから放射伝達計算により得られる大気矯正後のアルベドと①で得た参照アルペドが一致する大気の光学的（AOT）を求めテー ブルを作成
．このアルゴリズムの精度は①の地表面参照アルペドの精度に依存するため、昨年までに、表面反射率データベースiこASTERS阿国ILibraryに含まれる値生、土議、人工物ならびに
水、雪氷のアルペドおよび大気補正済み衛星銭測データからピクセルをサンプリングして得られたアルベド、これらのアルペドから合成したミクセルを用いて、検起のしやすい東京農業大
学生物産業学部周辺の地表面参照アルベド池田を作成してきた
MODIS画像と被覆分類による北海道縞走付近の地表面参照アルベドと光学的厚さの算出
・以下に、ASTERライブラリのみで作成した地表面参照アルペドと、ASTERライブラリとMODIS画像からピクセルサンプリングされたアルベドを合わせて作成した池袋面参照アルペド
(2010年度共同研究）を用いて求めたAOTの比較を示す
• AOTの算出方法l玄、2007年度共同研究で提案したアルゴリズムを改良したものを用いた：
①衛星観測された大気上織のアルペドから放射伝選コー ド（今回は、6S）を用いて、AOTを変化させて得られる地表面参照アルペドのテー ブル（p-tテ ブール）を作成
② p－τテーブルはcorn加entalモデルをベー スにして、AOTl.l:Oから1まで変化させて作成
③ p－τテーブルから地表菌多照アルベドと大気上織のアJI,ペドが一致するAOTを求める
④m叩itimeモデル、山b飢モデルも問織に求め、後数解が得られた場合、各チャンネルにおける550m のAOTが最も近い組み合わせを選ぶ
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考察
•AOTの導出結果l玄、多照アルペドをそのまま反映した結果となり、土寝と後生l;l:MODIS画像のピクセルサンプリングによって地表面のアルペドが大きく変わったため、波長が長〈なるに
つれて、Ji主義のAOTが大きくなる傾向がみられる
→ピクセルサンプリングをしたものは、Ch.lで陸と海の境界がはっきりしている→これは後述するようにp－τマップ上の影響が考えられる
→陸上だけを見た渇会は、ピクセルサンプリングをしたもの方が陸上被覆の修響iま小さいく、ASTERライブラリのみの繍合l;t陸上被覆の術進がAOT上に顕著にみられる
• AS1宝Rライブラリのみを利用した場合Ii、繁と水のミクセル、雪氷と土漣のミクセルの区別ができていないため、AOTの債が大きくなった｛図ゅの赤いごま海状の点）
問題点と今度の諜題
・選択されたpτマップのエアロゾルモデルを見ると、陵上、海上にかかわらず、mantimeモデルが選ばれることがない
・これは、右圏で示すようにmatitimeモデルの場合、アルペドのごく隈られた範囲でしか大気上織のアルベドが算出できない
ため、該当するAOTが求まらない
＇＊た、 con1出en凶、町凶mモデルの場合も、アルペドの範聞によってAOTの増加に伴って大気上端のアルペドが減少する場
合と増加する渇会がありAOTの値が負になったり、 lを超える大きな値になる場合がある
・これが、6Sによる特有のものなのかをE在留する必要があるため他の放射伝逮コードとの比較が必要を検討している
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